
LESSON 09

第9回 情報プレゼンテーション演習

根拠を、⾒える形にする
表・図解・グラフ・出典を、「何を伝えたいか」から選ぶ

山梨大学 教育学部 稲垣俊介



CONNECT 確認
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第1〜4回で、
すでに「⾒える化する材料」がありますね
新しい題材ではなく、これまでの観察を別の形で表す

第1回 意図・受け取り・効果
→ 関係・流れを図解できる

第2回 自己予測・動画・他者観察
→ 複数の情報源を関係図にできる

第3回 音声・映像・文字・スライド
→ 同じ観点で表にできる

第4回 最後列・小画面・色・音声条件
→ 条件×障壁をマトリクスにできる

同じ内容でも、「何を見せたいか」で表現形式は変わります。



FLOW 例
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流れを⾒せたいなら、図解にする
第1回「意図 → 受け取り → 効果」を、文章ではなく流れで示す

意図

発表者は
何を伝えたかったか

受け取り

聴衆は
何を受け取ったか

効果

その結果
何が起きたか

例：「ここが重要です」と言った → 聴衆は「試験に出る」と受け取った → ノートを取った

図解は、順序・因果・関係の「つながり」を見せます。



RELATION 例
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情報源が複数あるなら、関係図にする
第2回「自分の伝え方を観測する」を、1つの答えに決めず並べて見る

伝え方の仮説

「私はこう見えている
かもしれない」

自己予測

話す前の自分の見立て

動画

実際に映った行動

Big Five

性格を理解するための
一情報

他者観察

相手が実際に
受け取ったこと

関係図は、「どれが正解か」ではなく、複数の情報を同時に置いて考えるときに使えます。



MATRIX 例
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条件ごとの差なら、マトリクスにする
第4回「利用条件で検証する」を、条件 × 障壁で整理する

確認する障壁 教室最後列 スマートフォン グレースケール 音声なし

文字が小さい × △ ○ ○

色だけで区別している ○ ○ × ○

意味が音声だけにある ○ ○ ○ ×

出典が細かすぎる × × △ ○

○ 問題が出にくい △ 要確認 × 障壁になりやすい ※授業用の整理例。障害の疑似体験ではありません。

マトリクスは、「どの条件で何が失われるか」を一目で見せます。



GRAPH 例
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量の差なら、棒グラフにする
例：文字サイズと「最後列から読めた人数」（授業用サンプル）
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・何を比較したか

・単位：人

・母数：N=38

・条件：最後列

・出典・実施日

※実測値ではありません。第4回の活動を説明するための授業用サンプルです。

棒グラフは、「どれくらい差があるか」を見せるときに使います。



GRAPH 例
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軸を変えると、同じ差が別物に⾒える
例：修正前68％ → 修正後76％（授業用サンプル）

× 65％から始める ○ 0％から始める
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差が極端に大きく見える 全体の中で差を読める

「強く見せたい」から軸を選ぶのではなく、比較を誤解させない軸を選びます。



SOURCE 例
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出典は、図表のすぐ近くに置く
「何を基に作ったのか」を、その場でたどれるようにする

自分たちで集めたデータ 出典：第4回 授業内検証（2026/8/23、N=38）

実施日・対象・条件まで書く

公開資料を基に再作図 出典：W3C (2023) “Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) 2.2” を基に作成

「転載」ではなく再作図なら、そのことを示す

参考書の考え方を要約 参考：高橋佑磨・片山なつ（2021）『伝わるデザインの基本 増補改訂3版』技術評論社

書名・著者・年が分かるようにする

×「出典：Google」「出典：AI」だけでは、根拠をたどれません。



FORM フォーム
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フォームE：第9回講座後
自分の担当スライドへ反映する前に、選択理由を言葉にする

E09-I01 自分の担当スライドで、表・図解・グラフのうち何を使いますか。
使わない場合は「使わない」と書いてください。

E09-I02 その形式を選ぶ理由を、「聴衆に何を比較・理解してほしいか」と
結び付けて書いてください。

E09-I03 図表に使うデータ・情報の出典を、スライド上でどのように示すか
書いてください。

回答後、自分の担当スライドを「目的 → 表現形式 → 出典」の順で修正します。



STUDIO 自由制作
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⾃由制作6 根拠を可視化する
次の全体講座まで、自分の担当部分を具体的に直す

1 自分の担当スライドから、「比較・関係・量の差」のどれか1か所を選ぶ

2 表・図解・グラフのうち、目的に合うものへ変える

3 数字を使うなら、単位・母数・期間・条件を確認する

4 出典を図表のすぐ近くに置き、付録にも残す

5 E09-I01〜I03に回答し、選んだ理由を自分の言葉で残す


